
春
期
拡
大
行
動
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
よ
う
！
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安
心
・
安
全
な
快
適
住
ま
い
づ
く
り
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地
域
で
信
頼
お
け
る
腕
の
確
か
な
組
合
員
に�

私
た
ち
建
設
長
崎
組
合
員
は
応
援
し
ま
す
。�

長崎県建設産業労働組合本部TEL095(862)7172

お問い合わせ先�

建設長崎 中央支部�
095-824-4064

長崎市桜町9-6

厳
し
い
情
勢
に
あ
る
私
た
ち

の
仕
事
と
く
ら
し
を
守
り
、
少

し
で
も
よ
く
す
る
た
め
に
は
、

「
建
設
長
崎
」
組
織
拡
大
五
ヵ

年
計
画
の
最
終
年
度
に
あ
た
る

今
年
、
春
の
拡
大
行
動
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
、
組
織
を
強
く
大
き

く
す
る
以
外
に
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
の
時
期
は
、税
金
指
導
や
、

国
保
検
認
、労
災
の
年
度
更
新

等
実
務
的
に
忙
し
い
時
期
で
す

が
、そ
の
反
面
、仲
間
が
集
ま
る

機
会
も
増
え
、拡
大
の
絶
好
の

チ
ャ
ン
ス
で
す
。

ま
た
、
本
年
４
月
か
ら
始
ま

る
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
該

当
す
る
７５
歳
以
上
の
先
輩
組
合

員
の
方
に
も
敬
意
を
も
っ
て
組

合
慰
留
を
進
め
て
い
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
若
い
技
能

者
の
加
入
に
全
力
を
注
が
ね
ば

組
合
の
未
来
は
あ
り
え
ま
せ
ん
。

役
員
の
皆
さ
ん
が
自
信
と
確

信
を
持
ち
、
指
導
性
を
発
揮
し

て
い
く
こ
と
が
今
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

組
合
は
こ
れ
ま
で
も
、
こ
れ

か
ら
も
、
組
合
員
の
要
求
実
現

の
た
め
に
運
動
を
起
こ
し
、
組

織
拡
大
が
組
合
の
諸
制
度
を
守

り
、
育
て
、
そ
の
こ
と
が
仲
間

の
仕
事
と
く
ら
し
を
守
る
こ
と

に
つ
な
が
る
こ
と
に
確
信
を
も

つ
と
と
も
に
、「
不
況
の
時
こ

そ
頼
り
に
な
る
組
合
」
を
め
ざ

し
、
不
況
で
揺
ら
ぐ
仲
間
た
ち

を
組
合
に
つ
な
ぎ
留
め
る
と
共

に
、
拡
大
に
全
力
を
尽
く
し
て

い
き
ま
す
。

「
数
は
力
」
を
合
言
葉
に
、

「
仲
間
を
増
や
す
」
こ
と
を
重

視
し
、「
団
結
」
と
「
闘
い
」

を
基
調
に
組
合
員
の
多
様
な
要

求
に
応
え
ら
れ
る
組
合
づ
く
り

を
め
ざ
し
、
７
、６
０
０
名
か

ら
「
建
設
長
崎
８
、０
０
０

名
」
の
峰
「
復
元
」
を
め
ざ
す

こ
と
を
基
本
と
し
ま
す
。

�
目
標
の
設
定

昨
年
５
月
末
の
組
織
数
復
元

を
図
る
事
を
目
標
に
、
現
有
組

織
数
の
維
持
を
図
り
つ
つ
、
実

増
数
を
増
や
す
こ
と
と
し
ま
す
。

�
期
間
の
設
定

３
月
〜
５
月
末
日
迄

組
織
拡
大
に
特
効
薬
は
な
い
。

待
っ
て
い
て
も
、だ
れ
も
拡

大
を
し
て
く
れ
ま
せ
ん
。

「
拡
大
は
足
で
稼
ぐ
」の
が
基
本

原
則
で
す
。仲
間
を
紹
介
で
き

る
の
は
組
合
員
の
皆
さ
ん
で
す
。

組
合
員
の
皆
さ
ん
が「
組
織
拡

大
を
し
、仲
間
を
増
や
す
ん

だ
！
」と
言
う
同
じ
意
識
を
持

ち
な
が
ら
役
員
・
組
合
員
・
書
記

局
が
一
致
協
力
し
て
拡
大
を
進

め
ま
し
ょ
う
。

組合にはは
引続き
在籍を！

本
紙
や
、
チ
ラ
シ
等
で
お
知

ら
せ
し
て
い
ま
し
た
が
、
国
の

医
療
制
度
改
革
に
よ
り
、
平
成

二
〇
年
四
月
か
ら
七
十
五
歳
以

上
の
全
て
の
人
（
一
定
の
障
害

認
定
を
受
け
て
い
る
六
十
五
歳

以
上
の
人
を
含
む
）
の
医
療
保

険
は
、
今
ま
で
の
「
老
人
保
険

制
度
」
か
ら
新
た
な
「
後
期
高

齢
者
医
療
制
度
」
に
変
わ
り
ま

す
。七

十
五
歳
以
上
の
組
合
員
の

方
は
、
医
療
保
険
の
加
入
先
が

『
長
建
国
保
』
か
ら
『
広
域
連

合
』
へ
変
わ
り
ま
す
が
、
所
属

し
て
い
る
建
設
長
崎
（
労
組
）

に
は
、
引
続
き
在
籍
で
き
ま
す
。

組
合
に
在
籍
し
て
い
た
だ
く

こ
と
で
、
福
祉
共
済
、
労
働
保

険
、
税
金
、
許
可
等
仲
間
の
つ

な
が
り
な
ど
で
、
活
動
の
輪
を

広
め
、
い
つ
ま
で
も
お
元
気
で

過
ご
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
は
、

県
単
位
で
創
設
さ
れ
る
「
広
域

連
合
」
が
保
険
者
と
な
っ
て
運

営
し
ま
す
。

現
在
、
長
建
国
保
に
加
入
し

て
い
る
七
十
五
歳
以
上
の
人
は
、

本
年
度
三
月
三
十
一
日
で
長
建

国
保
の
資
格
が
な
く
な
り
、
四

月
一
日
か
ら
「
広
域
連
合
」
に

自
動
的
に
移
行
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
と
は
、

七
十
五
歳
以
上
に
な
れ
ば
、
社

保
や
、
市
町
国
保
等
、
ど
の
保

険
に
加
入
し
て
い
て
も
全
て

「
広
域
連
合
」
に
個
人
個
人
で

加
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
国

の
制
度
で
す
。

三
月
中
に
は
、
該
当
さ
れ
る

方
に
「
広
域
連
合
」
か
ら
保
険

証
が
送
付
さ
れ
て
き
ま
す
の
で
、

大
切
に
保
管
し
、
四
月
一
日
よ

り
ご
使
用
く
だ
さ
い
。

尚
、
二
〇
年
四
月
以
降
七
十

五
歳
に
な
ら
れ
る
人
は
七
十
五

歳
の
誕
生
日
か
ら
後
期
高
齢
者

医
療
に
移
行
し
ま
す
。

ま
た
、
七
十
五
歳
以
上
の
組

合
員
世
帯
に
七
十
四
歳
以
下
の

家
族
の
方
は
原
則
と
し
て
、
居

住
の
市
町
国
保
に
加
入
す
る
手

続
き
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
長

建
国
保
又
は
各
支
部
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

指定温泉のお知らせ
●利用料金の割引
指定温泉と契約し、規定料金より安い
料金で利用できます。
●利用料金の補助（小人料金には、割引
はありません。）
補助券により、割引料金より更に安い
料金で利用できます。
●利用方法
�割引を受ける場合
健康保険の被保険者証又は、建設長崎
の会員証(MEMBERS CARD)を指定
温泉の受付に提示してください。
�補助を受ける場合（小人料金には補助
はありません）

建設長崎の支部事務所にて補助券の交
付を受け、被保険者番号（長けん番号）
を記入し指定温泉の受付に提出してく
ださい。補助券の交付は一世帯あたり
１２枚を限度とします。
�実施期間 平成２１年３月３１日迄
�補助券を他人に譲渡したり、不正に利
用したりした場合は、補助券を返還し
ていただきます。氏名の部分には、組
合員の氏名をフルネームにて記入して
下さい。
※なお、ご利用いただいていたサンピア
佐世保につきましては、３月末にて施
設閉鎖のためご利用できなくなりました。
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１部２０円 組合員の購読料は組合費に含みます

４・２建設長崎生活危機突破
総決起集会に参加しよう
とき：平成２０年４月２日� １１時２０分集合
ところ：江戸町公園（県庁下）

各支部対抗ソフトボール大会開催のお知らせ各各支支部部対対抗抗ソソフフトトボボーールル大大会会開開催催ののおお知知ららせせ
日 時 平成２０年５月１８日�
集 合 午前９時 開会 ９時３０分

※小雨決行（雨天の場合は６月８日に順延）

場 所 琴海町北部グラウンド

参 加
チーム 各支部１チーム（１５チーム）

試 合 �トーナメント方式
�７回戦とし、１時間で打ち切り。（その回の裏まで行う）
但し、同点の場合はジャンケンで勝負を決定します。

投 法 スローピッチ投法（チーム編成 １０人制）

年 齢 ４５歳以上が常時２名出場

参加希望者は所属支部へお申し出下さい。

イオス
海の健康村 陽の岬温泉
長崎温泉 喜道庵
道の尾温泉
雲仙 スパハウス
サンスパおおむら ゆの華
万松楼 弁天の湯
千里ケ浜温泉 ホテル蘭風

指
定
温
泉

組
織
拡
大
五
カ
年
計
画
の
最
終
年
度
の

春春
期期
拡拡
大大
行行
動動
にに
チチ
ャャ
レレ
ンン
ジジ
しし
よよ
うう
！！

七七
十十
五五
歳歳
以以
上上
のの
全全
てて
のの
方方
はは
後後
期期
高高
齢齢
者者
医医
療療
制制
度度
にに
移移
行行

平成２
０年

４月１
日

スター
ト

拡大用掲示板に新たに
併設した仕事確保の掲示板
「拡大増」と「仕事確保増」を
皆の手で成し遂げよう！

3
１ 毎月１回１５日発行 ２００８年（平成２０年）３月１５日発行建 設 長 崎第５１３号 （１９７４年５月３０日 第３種郵便物認可）�



二二
〇〇
〇〇
八八
年年

中中
小小
建建
設設
業業
者者
新新
春春
交交
流流
会会

来
賓
に
藤
井
副
知
事
ら
を
迎
え
総
勢
一
一
九
人
が
出
席

中
小
建
設
業
協
会
及
び
建
設

長
崎
は
、
一
月
十
八
日
�
、
長

崎
全
日
空
ホ
テ
ル
「
グ
ラ
バ
ー

ヒ
ル
」
に
て
、
新
春
交
流
会
を

開
催
、
来
賓
に
藤
井
副
知
事
、

椎
木
長
崎
市
副
市
長
、
谷
村
建

設
業
協
会
長
ら
を
迎
え
、
総
勢

一
一
九
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

主
催
者
を
代
表
し
金
子
会
長

が
、「
建
設
産
業
は
、
社
会
資

本
整
備
の
担
い
手
で
あ
り
、
地

域
雇
用
・
経
済
を
支
え
る
重
要

な
基
幹
産
業
で
す
が
、
公
共
工

事
に
お
い
て
は
発
注
件
数
・
発

注
金
額
の
減
少
、
民
間
工
事
に

お
い
て
は
建
築
基
準
法
改
正
に

よ
る
新
設
住
宅
着
工
戸
数
の
激

減
と
、
中
小
零
細
建
設
業
者
に

と
っ
て
、
極
め
て
厳
し
い
状
況

に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
建
設
産

業
は
も
の
づ
く
り
産
業
で
あ
り
、

多
く
の
技
術
・
技
能
が
集
積
さ

れ
て
始
め
て
出
来
上
が
る
産
業

で
す
が
、
現
場
で
働
く
建
設
労

働
者
の
賃
金
・
労
働
条
件
も
極

め
て
厳
し
い
現
状
で
す
。
若
手

建
設
技
能
者
の
育
成
の
観
点
か

ら
も
、
魅
力
あ
る
産
業
、
職
場

作
り
が
重
要
で
す
」
と
挨
拶
し

ま
し
た
。

交
流
会
は
、
前
田
顧
問
の
乾

杯
の
音
頭
で
始
ま
り
、
福
引
き

大
会
を
行
う
な
ど
大
い
に
盛
り

上
が
り
ま
し
た
。
最
後
に
、
永

野
副
会
長
よ
り
「
大
変
厳
し
い

現
況
で
は
あ
り
ま
す
が
力
を
合

わ
せ
乗
り
切
っ
て
い
こ
う
」
と

力
強
い
挨
拶
で
閉
会
を
告
げ
、

幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

高
齢
化
に
よ
り
、
バ
リ
ア

フ
リ
ー
、
介
護
住
宅
等
様
々

な
ニ
ー
ズ
が
多
様
化
し
つ
つ

あ
る
今
日
こ
の
頃
、
そ
れ
に

よ
り
、
改
築
等
、
廊
下
へ
の

手
す
り
の
増
設
や
階
段
・
居

間
の
改
築
な
ど
居
住
空
間
の

見
直
し
が
必
要
な
時
代
で
す
。

息
子
に
、
仕
事
の
絡
み
で

『
ト
イ
レ
付
き
車
椅
子
と
住

宅
事
業
を
結
び
つ
け
る
事
が

で
き
ん
か
な
ぁ
ー
』
と
相
談

を
受
け
仲
間
う
ち
に
話
し
て

み
よ
う
と
思
っ
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

最
初
、
ト
イ
レ
付
車
椅
子

を
見
た
時
は
、
世
の
中
に
も

こ
ん
な
物
が
あ
る
事
を
は
じ

め
て
知
り
ま
し
た
。

ち
な
み
に
、
こ
の
メ
ー

カ
ー
は
ジ
ャ
パ
ン
オ
ア
シ
ス

（
０
９
５－

８
２
８－

１
３

３
６
）
と
言
い
、
長
崎
を
発

祥
に
全
国
展
開
を
狙
っ
て
い

る
会
社
だ
そ
う
で
す
。

多
様
化
す
る
ニ
ー
ズ
に
対

応
す
る
た
め
に
、
家
と
ト
イ

レ
付
車
椅
子
を
セ
ッ
ト
で
提

案
す
る
の
も
一
つ
の
方
法
で

は
な
い
か
と
思
い
、
そ
う
す

る
事
に
よ
り
人
に
優
し
い
家

が
出
来
る
の
で
は
な
い
か
と

考
え
て
い
ま
す
。

『
百
聞
は
一
見
に
し
か

ず
』
ご
覧
に
な
っ
て
ア
イ

デ
ィ
ア
を
出
し
あ
っ
て
は
如

何
で
し
ょ
う
。

難
病
認
定
を
求
め
る
署
名

野野
口口
昌昌
剛剛
ささ
んん
にに

一一
万万
九九
一一
〇〇
人人
分分
をを

手手
渡渡
すす

署
名
に
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た

皆
様
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

平
成
二
十
年
一
月
二
十
三
日

�
佐
世
保
の
九
十
九
島
観
光
ホ

テ
ル
で
、
建
設
長
崎
本
部
主
婦

会
新
年
の
つ
ど
い
を
開
催
し
ま

し
た
。
本
年
よ
り
総
支
部
持
ち

回
り
で
、
今
回
は
県
北
総
支
部

開
催
と
な
り
、
本
部
・
支
部
役

員
の
皆
様
に
も
参
加
い
た
だ
き
、

総
勢
一
二
八
名
が
参
加
。
開
催

地
出
身
で
あ
り
県
北
総
支
部
を

代
表
し
て
茅
原
本
部
副
会
長
か

ら
開
会
挨
拶
、
荒
木
本
部
主
婦

会
長
挨
拶
の
後
、
金
子
執
行
委

員
長
よ
り
県
政
報
告
と
後
期
高

齢
者
医
療
制
度
に
つ
い
て
の
説

明
が
あ
り
、
来
賓
挨
拶
、
役
員

紹
介
の
後
、
懇
親
会
に
移
り
ま

し
た
。
美
味
し
い
食
事
を
頂
き

な
が
ら
各
支
部
ご
と
の
趣
向
を

凝
ら
し
た
踊
り
や
歌
の
披
露
が

あ
っ
た
り
、
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス

の
ゲ
ー
ム
や
抽
選
会
が
あ
り
、

番
号
を
呼
ば
れ
る
度
に
一
喜
一

憂
し
、
楽
し
い
一
時
で
し
た
。

最
後
に
来
年
開
催
地
の
浦
上

総
支
部
の
岡
崎
本
部
副
会
長
か

ら
閉
会
挨
拶
、
里
本
部
副
会
長

の
団
結
が
ん
ば
ろ
う
で
新
年
の

つ
ど
い
を
終
了
し
ま
し
た
。

平成２０年度訓練生募集
建築の基礎を学びませんか普通課程

諸経費

入学金５５，０００円

授業料１０，０００円

建設長崎組合員
は８，０００円

短期課程

諸経費

受講料４５，０００円

受講料２０，０００円

※定員２０名になり次第締め切り
詳しくは、下記の学院に問い合わせてください。
長崎建設技術専門学院 ０９５－８６１－９２６１
島原建設技術専門学院 ０９５７－６３－１２９７
佐世保建設技術専門学院０９５６－３３－０９４４

訓練期間

２カ年間
（毎週土曜日）
午前９時～午後５
時（長崎学院のみ）
他の３校は毎 週
（月・火・水）
午後６時３０分～

９時

訓練期間

３カ月間 全２７回
（毎週月・火・水）
午後６時３０分～

９時

３カ月間
（毎週２回 火曜・
木曜実施予定）変
更有り
午後６時３０分～

９時まで

訓練科目

建築設計科

（４月より開講）

木造建築科（長崎のみ）

訓練科目

二級建築士受験対策講習

（学科）

（長崎学院のみ）

二級建築施工管理技士受

験対策講習

※（７月より島原学院・佐

世保学院で実施）

本
部
主
婦
会
新
年
の
つ
ど
い
開
催

〜
各
支
部
趣
向
を
凝
ら
し
た
踊
り
や
歌
の
披
露
〜

長崎県建設事業国民健康保険組合

健健健健健健健健健健健健健康康康康康康康康康康康康康相相相相相相相相相相相相相談談談談談談談談談談談談談窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓口口口口口口口口口口口口口開開開開開開開開開開開開開設設設設設設設設設設設設設のののののののののののののおおおおおおおおおおおおお知知知知知知知知知知知知知らららららららららららららせせせせせせせせせせせせせ
長建国保では、健康に関する不安や食（栄養）に関する疑問点など

の相談窓口として「健康相談窓口」を開設し、専門スタッフ（保健師）

が皆様からの疑問やご相談に応じています。

皆様の健康生活を応援しています。お気軽にご利用下さい。

１．内 容 �健康に関する悩みごと
�生活習慣（食生活）へのアドバイス
�健診結果に基づく保健指導
�血圧測定・体脂肪測定（希望者のみ）

２．対象者 長建国保に加入している被保険者
※相談者のプライバシーは個人情報保護の規程により厳守します。

高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高
齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢
化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化
社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社
会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会
にににににににににににににににににににににににににににににににににに
向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向
けけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけ
たたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたた

新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新
型型型型型型型型型型型型型型型型型型型型型型型型型型型型型型型型型型
住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住
宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅
のののののののののののののののののののののののののののののののののの
提提提提提提提提提提提提提提提提提提提提提提提提提提提提提提提提提提
案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案

松
尾

美
人（
中
央
支
部
）

▲「住宅リフォームに係る賢い住宅の造り方」
の講演をする
�長崎県住宅建築総合センター
常務理事事務局長 平野博氏

▲

署
名
簿
を
手
渡
す
金
子
委
員
長

（１９７４年５月３０日 第３種郵便物認可） 第５１３号 ２�建 設 長 崎毎月１回１５日発行 ２００８年（平成２０年）３月１５日発行



H5

２２.８日�

２３.６日�２２.６日�
２５～２６�
日� ２１～２５�

日�

２５～２６�
日�

２２日�
２１.３日�２０.２日�

１９.６日�
１９.８日�２０.１日�１９.１日�

２１～２５�
日�

H6 H7 H8 H9 H１０�H１１�H１２�H１３�H１４�H１５�H１６�H１７�H１８�H１９�

３０,０００円�

５,０００円�

１０,０００円�

１５,０００円�

２０,０００円�

２５,０００円�

平均賃金�

目標賃金�

設計労務単価�

主な仕事先�
（職人）�

①町場・個人�
70.9％�

地元の住宅販売・�
建設会社�
9.5％�

大手・プレハブメーカー�
8.8％� 野丁場�

（ゼネコン）�
10.8％�

主な仕事先�
（親方）�①町場・個人�55％�地元の住宅販売・�

建設会社�
25％�

大手・プレハブメーカー�
10％� 野丁場�

（ゼネコン）�
10％�

職人層�
平均：49.4歳�40代�

22％�50代�
42％�

60代�
14％�

70代�
2％�

30代�
15％�

20代�
5％�

親方層�
平均：54.8歳�

40代�
21％�50代�

41％�

60代�
14％�

70代�
2％�

30代�
16％�

20代�
6％�

年収�
（職人）�

100万円未満�
1％�

100万円～�
7％�

200万円～�
30％�

300万円～�
47％�

400万円～�
11％�

500万円以上�
4％�

支払い賃金額�
（親方）�

100万円未満�
3％�

100万円～�
3％�

200万円～�
23％�

300万円～�
58％�

400万円～�
10％�

500万円以上�
3％�

４００人�

３６０人�

３２０人�

２８０人�

２４０人�

２００人�

１６０人�

１２０人�

８０人�

４０人�

０人�
５０�６０�７０�８０�９０�１００�１１０�１２０�１３０�１４０�１５０�１６０�１７０�１８０�１９０�２００�

（千円）�

就
労
状
況

年
齢
別

経
験
年
数

受
取
賃
金
額

年
収

賃
金
の
変
動

労
働
日
数
と

労
働
時
間

建
退
共

二
〇
〇
七
年
九
月
に
実
施
し
た
賃
金
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
二
、
八

四
八
人
（
職
人
層
二
三
一
〇
人
・
親
方
層
五
三
八
人
、
九
月
組
織

数
比
三
七
・
一
％
）
か
ら
回
答
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ア
ン
ケ
ー
ト
の
配
布
と
回
収
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
役
員

さ
ん
を
始
め
、ご
回
答
い
た
だ
い
た
皆
様
に
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

調
査
結
果
か
ら
は
、
前
年
度
（
二
〇
〇
六
年
九
月
）
に
比
べ
て
、

職
人
層
の
賃
金
日
額
は
大
工
職
で
一
三
、
七
二
五
円
（
前
年
比
六

四
円
減
）。
職
人
層
全
体
で
一
二
、
六
〇
二
円
（
前
年
比
六
二
一

円
減
）
と
な
り
ま
し
た
。

一
か
月
の
労
働
日
数
は
全
体
で
一
九
・
一
日（
前
年
は
二
〇
・
一
）

で
し
た
。賃
金
日
額
、労
働
日
数
共
に
減
少
し
、県
内
の
建
設
業
に

お
い
て
は
非
常
に
厳
し
い
実
態
と
な
っ
て
い
ま
す
。

大
工
職
は
全
体
の
四
九
％
、

左
官
そ
の
他
の
職
種
は
五
一
％

で
し
た
。
就
労
先
別
で
は
主
に

町
場
・
個
人
の
仕
事
を
し
て
い

る
人
が
最
も
多
く
、
職
人
層
で

全
体
の
七
一
％
、
親
方
層
で
五

五
％
で
し
た
。

地
元
住
販
・
建
設
会
社
で
働

い
て
い
る
人
と
大
手
住
宅
メ
ー

カ
ー
、
ゼ
ネ
コ
ン
の
仕
事
を
し

て
い
る
人
は
一
〇
％
前
後
で
し

た
。（
図
１
参
照
）

職
人
層
、
親
方
層
と
も
五
〇

代
が
最
も
多
く
、
職
人
層
の
平

均
年
齢
は
四
九
・
四
歳
、
親
方

層
は
五
四
・
八
歳
で
し
た
。（
図

２
参
照
）

三
十
〜
四
十
年
が
最
も
多
く
、

職
人
層
の
平
均
経
験
年
数
は
二

八
・
四
年
、
親
方
層
は
三
三
・

七
年
で
し
た
。

職
人
層
の
受
取
賃
金
額
は
大

工
職
の
平
均
で
一
三
、
七
二
五

円
、
全
体
で
は
一
二
、
六
〇
二

円
で
し
た
。
一
人
親
方
層
で
は
、

大
工
職
は
一
四
、
六
〇
七
円
、

全
体
で
一
五
、
六
〇
二
円
で
し

た
。（
表
１
参
照
）

最
も
回
答
数
の
多
か
っ
た
受

取
賃
金
額
は
、
町
場
・
個
人
の

仕
事
を
し
て
い
る
人
で
は
一
五
、

〇
〇
〇
円
。
ゼ
ネ
コ
ン
の
現
場

で
は
一
二
、
〇
〇
〇
円
と
回
答

し
た
人
が
最
も
多
い
結
果
と
な

り
ま
し
た
。（
表
２
参
照
）

全
体
で
最
も
多
か
っ
た
受
取

賃
金
額
は
一
五
、
〇
〇
〇
円
で
、

一
三
、
〇
〇
〇
円
と
一
四
、
〇

〇
〇
円
と
回
答
し
た
人
が
次
に

多
い
結
果
と
な
り
ま
し
た
。（
図

３
参
照
）

職
人
層
、
親
方
層
の
年
間
受

取
賃
金
額
、
年
間
支
払
い
賃
金

額
は
三
〇
〇
万
円
〜
四
〇
〇
万

円
が
最
も
多
く
、
職
人
層
の
平

均
年
収
は
三
一
七
万
円
で
し
た
。

（
図
４
参
照
）

職
人
層
、
親
方
層
と
も
賃
金

の
変
動
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
全

体
の
九
割
近
く
の
人
が
昨
年
と

変
ら
な
い
と
い
う
回
答
で
し
た
。

一
か
月
の
労
働
日
数
は
、
全

体
平
均
で
一
九
・
一
日
。
昨
年

の
二
〇
・
一
日
よ
り
一
日
減
り

ま
し
た
。

労
働
時
間
は
八
・
一
時
間
で
、

昨
年
の
八
・
四
時
間
よ
り
〇
・

三
時
間
減
り
ま
し
た
。

職
人
層
の
回
答
で
は
、
加
入

し
て
い
る
人
は
全
体
の
一
割
で
、

加
入
し
て
い
な
い
人
が
九
割
。

親
方
層
の
回
答
で
は
建
退
共

を
適
用
し
て
い
る
事
業
所
は
全

体
の
二
七
％
と
昨
年
よ
り
も
わ

ず
か
に
増
加
し
ま
し
た
。

公
共
工
事
の
設
計
労
務
単
価

（
長
崎
県
・
大
工
職
）
は
平
成

一
〇
年
の
二
六
、
二
〇
〇
円
を

ピ
ー
ク
に
下
が
り
続
け
、
平
成

十
二
年
以
降
は
、
目
標
賃
金
額

を
下
回
る
結
果
と
な
っ
て
い
ま

す
。平

成
十
九
年
の
平
均
受
取
賃

金
額
は
平
成
五
年
当
時
の
一
三
、

三
四
四
円
よ
り
も
高
い
も
の
の
、

一
か
月
の
労
働
日
数
は
平
成
五

年
当
時
の
二
二
・
八
日
よ
り
も

三
・
七
日
減
少
し
て
お
り
、
月

収
に
換
算
す
る
と
四
二
、
〇
九

六
円
の
減
収
に
な
り
ま
す
。

就労状況について図１

２００７年９月の賃金調査結果から

賃賃金金・・労労働働日日数数共共、、減減少少

公
共
工
事
設
計
労
務
単
価
・

目
標
賃
金
・
平
均
賃
金
の
推
移

公共工事設計労務単価・目標賃金・平均賃金の推移図５

年齢別調査図２

年収図４

常用・手間 日当賃金図３

職人・一人親方として
回答した方の受取り賃金

全体
（大工職を含む各職）

１２，６０２円

１５，６０２円

大工職

１３，７２５円

１４，６０７円

職人・手間賃

一人親方

表１

就労先別最も回答数の多かった
受取り賃金（職人層全体）

全体
（大工職を含む各職）

１５，０００円

１３，０００円

１５，０００円

１２，０００円

大工職

１５，０００円

１５，０００円

１５，０００円

１２，０００円

町場・個人

地元住販・建売

大手・プレハブ

野丁場（ゼネコン）

表２

公共工事設計労務単価・目標賃金・平均賃金

目標賃金
２０，０００円
２１，０００円
２２，０００円
２３，０００円
２３，５００円
２４，０００円
２４，０００円
２４，０００円
２４，０００円
２４，０００円
２４，０００円
２４，０００円
２４，０００円
２４，０００円
２４，０００円

設計労務単価

２３，５００円
２４，４００円
２５，９００円
２６，２００円
２５，９００円
１９，６００円
１９，６００円
１８，６００円
１７，５００円
１６，６００円
１６，１００円
１５，８００円
１５，５００円

平均賃金
１３，３４４円
１４，０４２円
１４，３７２円
１４，３００円
１４，５５０円
１５，２６６円
１５，２４０円
１５，０５３円
１４，６３８円
１４，３２３円
１４，０８９円
１３，８４９円
１３，７５８円
１３，７８９円
１３，７２５円

和暦
平成５年
平成６年
平成７年
平成８年
平成９年
平成１０年
平成１１年
平成１２年
平成１３年
平成１４年
平成１５年
平成１６年
平成１７年
平成１８年
平成１９年

表３

毎月１回１５日発行 ２００８年（平成２０年）３月１５日発行建 設 長 崎第５１３号 （１９７４年５月３０日 第３種郵便物認可）３�



国道204号線（マルキョウ大野店駐車場前）�

左石�
親和銀行�
大野支店�

西肥バス�
大野営業所�

大野�

マルキョウ大野店�ほっかほっか亭�
至
柚
木�

至佐世保市街�
至平戸

�

ココ�

廃業、倒産での、�
引き取り、処分もいたします�

まずは�
お電話を�

質屋許可有�

建築資材、道具、工具、家財道具、�
車、農機具（中古・新品）買い取り・販売�
建築資材、道具、工具、家財道具、�
車、農機具（中古・新品）買い取り・販売�

お買い得情報�
※お陰様で開店から4年目を迎え、生活用品、衣料もよく売れています�

新品�
〃�
〃�
〃�
〃�
〃�
中古�
〃�

マキタ　14.4V　インパクト�
バッテリー充電器　24V、12V�
電動芝刈機�
水上ポンプ�
ミニ生垣バリカン�
光波�
振動ドリル�
型枠用台付き丸のこ�

中古�
〃�
〃�
〃�
〃�
〃�
〃�
〃�

高周波�
リョービ　角のみ�
マキタ　チェーンのみ�
発電機�
アルミ　60角綱管�
サポート�
足場用階段�
持出足場�

中古�
〃�
�
〃�
〃�
新品�
〃�

丸管クランプ�
100V　自動カンナ一尺�
　　　　　（重量・軽量）�
ビューティフェンス�
エンジンカッター�
マキタ　100mmグラインダ�
ポケットインバーター�

�

浦
上
東
青
年
部
で
は
、
寒
風

吹
き
す
さ
ぶ
、
一
月
二
十

七
日
�
午
前
九
時
に
支
部
事
務

所
に
集
合
し
、
三
回
目
の
清
掃

奉
仕
活
動
を
実
施
し
ま
し
た
。

今
回
は
、
西
浦
上
中
学
校
と

付
属
小
学
校
の
外
周
道
路
を
、

青
年
部
員
四
名
と
、
こ
の
活
動

の
趣
旨
に
賛
同
し
た
組
合
員
さ

ん
に
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

学
校
の
回
り
と
い
う
こ
と
で

整
備
さ
れ
た
歩
道
だ
っ
た
為
、

大
き
な
ゴ
ミ
は
な
か
っ
た
も
の

の
、
な
ん
と
言
っ
て
も
タ
バ
コ

の
吸
殻
が
、
側
溝
の
中
に
多
く

あ
り
ま
し
た
。
も
う
少
し
拾
い

や
す
い
と
こ
ろ
に
捨
て
て
く
れ

れ
ば
と
は
思
い
な
が
ら
、「
捨

て
る
人
は
見
え
に
く
い
と
こ
ろ

に
捨
て
る
と
や
ろ
ね
」
な
ど
と

話
し
な
が
ら
、
タ
バ
コ
を
吸
う

人
が
、
み
ん
な
ポ
イ
捨
て
を
す

る
訳
で
は
な
い
と
思
っ
て
い
ま

す
が
、
喫
煙
者
の
マ
ナ
ー
の
悪

さ
を
再
認
識
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
地
区
の
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
だ
と
思
い
ま
す
が
、「
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
私
た
ち

も
お
蔭
で
気
持
ち
よ
く
過
ご
せ

ま
す
」
と
声
を
掛
け
て
い
た
だ

き
、
素
直
に
う
れ
し
い
気
持
ち

に
な
り
ま
し
た
。
（
北
山
薫
）

毎
年
、
恒
例
と
な
り
ま
し
た

お
正
月
用
の
花
教
室
を
十

二
月
二
十
七
日
に
行
い
ま
し
た
。

今
回
は
主
婦
会
の
横
田
ミ
チ

子
さ
ん
（
池
坊
佐
世
保
橘
会
支

部
横
田
美
芳
）
に
先
生
を
お
願

い
し
ま
し
た
。
ご
主
人
で
あ
る

組
合
員
の
横
田
清
孝
さ
ん
は
、

竹
を
切
っ
て
生
け
花
用
の
花
器

を
見
事
に
作
っ
て
く
だ
さ
い
ま

し
た
。
手
作
り
の
花
器
に
各
々
、

お
花
や
松
な
ど
の
バ
ラ
ン
ス
を

考
え
な
が
ら
、
先
生
の
助
言
や

手
助
け
を
受
け
和
気
藹
々
と
作

業
が
進
ん
で
い
き
ま
し
た
。

主
婦
会
の
横
田
さ
ん
は
、
普

段
も
生
け
花
の
先
生
を
さ
れ
て

い
る
事
も
あ
り
、
丁
寧
な
指
導

の
下
、
お
正
月
を
迎
え
る
の
に

相
応
し
い
素
敵
な
作
品
が
仕
上

が
り
ま
し
た
。

（
岩
井
）

松
田

隆
人

田
崎

順
一

北
山

薫

森

正
輝

友
永

惠

西
彼
支
部
で
は
、
支
部
の
新

春
旗
開
き
が
終
り
、
各
分

会
の
新
年
会
も
す
み
、
今
日
二

月
九
日
西
彼
主
婦
会
の
新
年
会

で
す
。
い
つ
も
そ
の
年
の
始
め

に
活
動
や
そ
の
他
の
事
な
ど
皆

さ
ん
で
話
し
合
い
な
が
ら
支
部

の
三
役
さ
ん
書
記
局
さ
ん
も
参

加
し
て
、
わ
き
あ
い
あ
い
に
お

た
の
し
み
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

楽
し
く
時
間
の
す
ぎ
る
の
も

あ
っ
と
い
う
ま
で
し
た
。

『
こ
ち
ふ
か
ば

に
お
い
お

こ
せ
よ

梅
の
花
』
い
つ
も
な

ら
二
月
に
は
い
る
と
あ
ち
ら
こ

ち
ら
に
梅
の
花
の
ほ
こ
ろ
び
が

み
え
ま
す
が
、
旧
正
月
を
す
ぎ

寒
さ
が
一
段
と
厳
し
く
な
り
ま

し
た
。
組
合
の
皆
さ
ん
も
体
に

気
を
つ
け
て
拡
大
や
活
動
に
ま

た
自
分
達
の
職
に
が
ん
ば
っ
て

下
さ
い
。

（
岡
崎
ア
イ
子
）

二
月
二
〜
三
日
と
浦
上
西
支

部
青
年
部
は
熊
本
方
面
へ

の
旅
行
に
参
加
し
ま
し
た
。

初
日
は
佐
賀
城
跡
・
熊
本
城

と
見
物
し
ま
し
た
が
、
あ
い
に

く
の
天
気
で
し
た
。
ホ
テ
ル
到

着
後
は
大
浴
場
で
体
を
温
め
夜

の
宴
会
で
親
睦
を
深
め
ま
し
た
。

二
日
目
は
山
鹿
方
面
へ
と
向

か
い
、
ま
ず
は
石
の
風
車
等
を

見
て
、
そ
の
後
、
職
人
と
し
て

の
腕
の
見
せ
所
で
陶
芸
体
験
。

普
段
の
仕
事
と
は
全
く
違
う

作
業
で
悪
戦
苦
闘
し
な
が
ら
も

何
と
か
味
が
あ
る
作
品
が
出
来

ま
し
た
。

仕
事
の
都
合
や
、
当
日
体
調

を
崩
し
て
欠
席
す
る
者
も
居
て

少
数
の
旅
行
で
し
た
が
、
楽
し

く
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

色
付
け
さ
れ
完
成
し
た
陶
器

が
送
っ
て
来
た
ら
旅
行
の
反
省

会
を
と
考
え
て
ま
す
。

（
村
岡
広
明
）

三
月
四
日
、
楽
し
み
に
し
て

い
た
そ
の
日
が
来
ま
し
た
。

寒
か
っ
た
で
す
が
お
天
気
に
恵

ま
れ
て
中
央
支
部
主
婦
会
一
行

は
、
長
崎
駅
よ
り
竹
崎
へ
。

皆
さ
ん
久
し
ぶ
り
の
汽
車
の

旅
で
と
っ
て
も
楽
し
そ
う
で
し

た
。
多
良
観
光
ホ
テ
ル
か
ら
見

え
る
有
明
海
の
素
晴
ら
し
い
事
。

晴
れ
た
日
に
は
三
井
グ
リ
ー
ン

ラ
ン
ド
の
観
覧
車
が
見
え
る
そ

う
で
す
。

さ
っ
そ
く
お
目
当
て
の
食
事

に
し
ま
し
た
。
さ
す
が
「
竹
崎

カ
ニ
」
大
変
美
味
し
か
っ
た
で

す
。
皆
さ
ん
本
当
に
幸
福
そ
う

で
し
た
。
広
い
海
を
眺
め
な
が

ら
温
泉
も
と
っ
て
も
気
持
ち
良

か
っ
た
で
す
。
近
場
に
こ
ん
な

良
い
と
こ
ろ
が
あ
る
事
を
知
ら

な
か
っ
た
と
、
感
謝
し
な
が
ら

帰
り
の
汽
車
に
乗
り
長
崎
へ
。

一
日
遅
れ
の
楽
し
い
ひ
な
祭

り
の
一
時
で
し
た
。

（
馬
場
ヒ
ロ
子
）

中央支部

浦上西支部

浦上東支部

北松支部

西彼支部

生活サポート館
佐世保市瀬戸越４－７－１６
TEL・FAX（０９５６）４９－３３２１

営業時間
AM１０：００～PM１８：００
日曜日の営業は

PM１６：００まで
定休日

第１・第３・第５日曜日

﹇﹇
青青
年年
部部
﹈﹈
３３
回回
目目
のの
清清
掃掃
奉奉
仕仕
活活
動動

▲なれない陶芸教室
で湯飲み作り

熊熊本本へへ研研修修旅旅行行
火の国も寒かった

参
加
者
名

［主婦会］

近近場場にに素素晴晴ららししいい憩憩いいのの場場

﹇
主
婦
会
﹈

おおおおおおおおおおおおおおおおお
花花花花花花花花花花花花花花花花花
教教教教教教教教教教教教教教教教教
室室室室室室室室室室室室室室室室室
ををををををををををををををををを
開開開開開開開開開開開開開開開開開
催催催催催催催催催催催催催催催催催

和和
やや
かか
にに「「
おお
楽楽
しし
みみ
会会
」」
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